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コロナ禍で傍聴人数が制限

される中、７月 14 日に第 20

回期日が開かれました。４月

に担当裁判官が交代したこと

から、弁護団は第 47準備書面

でこれまでの主張の全体像を

説明。裁判所に対し司法の役

割を果たすことを求めまし

た。10月に予定している専門

家の証人尋問で、貧困概念の

変化や、「ゆがみ調整」・「デフ

レ調整」の問題点を明らかに

すると主張しました。原告の

意見陳述に小寺アイ子氏（裏

面に要旨掲載）が立ち、期日

後は大阪地裁前で報告集会を

開きました。 

 

 【第４７準備書面より】  

利用者だけの問題ちゃうで！ 

引き下げは前例のない大幅

なもので、住民税の非課税基

準や国民健康保険料や介護保

険料の減免基準などのさまざ

まな制度に連動するため、大

きな影響をもたらすもので

す。そんな大事な基準が、政

権党の選挙公約を受けて前例

のない乱暴な方法で引き下げ

られてしまったのです。 

 

３食、食えればええの！？ 

「貧困とは何か」を問う裁判 

裁判では「健康で文化的な

最低限度の生活」とは何かが

問われています。「貧困」の概

念は時代とともに変わってき

ました。「肉体的生存を維持で

きない困窮状態」を貧困とみ

なす「絶対的貧困概念」から、

「その社会で当たり前とされ

る生活ができない困窮状態」

を貧困とみなす「相対的貧困

概念」へ、さらに「自分の生活

と将来は自分で決めていくと

いう社会参加のあり方が阻害

されている状態」を貧困とみ

なす「社会的排除概念」へと発

展してきました。１日３食、食

べられればよいというのでは

決してありません。大阪の裁

判では、貧困論を研究してい

る志賀信夫証人の尋問を通じ

て、この点を明らかにしてい

きます。 

 

専門家の知見を 

無視したらアカンで！ 

老齢加算最高裁判決は、生

活保護基準を決める時に「高

度の専門技術的な考察」を求

めています。統計などの客観

的数値や、専門家の意見を考

慮しなければならないので

す。しかし、引き下げは「専門

家の知見」を無視して強行さ

れました。国は、専門家が検討

していた「ゆがみ調整」につい

てその影響が２分の１になる

よう計算し、「デフレ調整」に

ついては全く専門家の意見を

聞くことなく、恣意的な物価

指数を使って計算しました。

この点は、統計学の専門家で

ある上藤一郎証人の尋問で明

らかにしていきます。 

 

裁判所は少数者の人権救済を 

この裁判は、国民に保障さ

れた生存権が行政権によって

後退・はく奪されたことにつ

いて、もう一つの国家権力で

ある司法権によって回復され

ることを求めるものです。裁

判所が、広い行政裁量論の立

場で行政判断を追認するの

か、裁量に対する統制を利か

せて少数者の人権救済という

司法の役割を積極的に果たす

のかが問われています。裁判

所は、専門家や原告本人の言

葉に真摯に耳を傾け、三権分

立下の司法の役割を積極的に

果たすべきです。 

第 20 回期日 今年 10月に証人・原告尋問を予定

専門家の証人尋問 

●10月５日（月）10時～16時 

志賀信夫証人「貧困論」／上藤一

郎証人「ゆがみ調整・デフレ調整」 

原告の本人尋問（６人） 

●10月 19日（月）10時～16時 

※いずれも大阪地裁。詳細なタイム

スケジュールは後日お知らせ。 


